高自他の権利（著作権）		
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　

キャラクターの画像を使ってもいいの？





1個100円

❤そら豆大福❤

A　Ａ君は，文化祭で模擬店の「のぼり旗」をつくる係になりました。
　たくさんのお客さんに来てもらおうと考え，人気アニメのキャラクターをWebサイトからダウンロードして作ることにしました。
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設問１　このような場合，キャラクターを使用することは可能でしょうか？あなたの選択

　　　　　　　　　　　　　　ア　インターネット上にあるものだから自由に使用することができる。
　　　　　　　　　　　　　イ　キャラクターを販売するわけではないので使用することができる。
　　　　　　　　　　　　　　ウ　キャラクターを創った人の許可を得ないと使用することができない。正しい行動

　　　　　　　　　　　　　　エ　商品を販売し，お金儲けをするので使用することができない。



設問２　説明を聞き，大切なことや気をつけなければいけないことを書きましょう。
　　　　　　【キーワード】をヒントに記入しましょう。
















【キーワード】　著作権　　著作者　　著作物　　許諾（許可を得る）
	指導用資料
	【心を磨く】法の理解と遵守
キャラクターの画像を使ってもいいの？
	高


■指導のねらい
　著作権法により，著作者や著作物が保護されていることを理解させる。
[bookmark: _GoBack]■指導の展開例　※ワークシート教材だけでの指導も可能であるが，スライド教材と併用すると効果的である。
	Step
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　指　導　内　容	　　　　　　　　　　　　〔スライド教材〕

	１
	[image: ]＜事例場面の把握＞　　
◆児童生徒に，枠内を読ませる。	

【発問】インターネット上のキャラクターを使用することは可能でしょうか。
スライド【２】


	２
	＜自分の考えを持たせる＞
◆キャラクターの画像を使用することができるか考えさせ，設問１に記入させる。

	３
	＜考えを交流させる＞　著作者の権利が守られなければいけないことに気付かせる。
◆選択した理由について話し合わせ，考えを交流させる。
◆自分が書いた作文を，他人が無断でコピーし提出されたらどのような気持ちになるか，話し合わせる。
　※ペアワーク，グループワークなど
事例説明
・インターネットの普及により，動画，静止画，音楽などの情報を簡単にダウンロードすることが
　できる。
・キャラクターには著作権があり，著作者（作成した人）の権利が守られている。






	４
	[image: ]＜本時の説明＞　著作権法により，著作者の考え方や行動の仕方が尊重され，財産的な利益が保護されていることについて理解させる。
・正しい行動は「ウ」であることを伝え，記入させる。
・著作物とは，思想又は感情を創作的に表現した文芸・学術・美術・音楽・プログラムなどの作品のことであり，このような作品を創作した人を著作者という。
・著作権は，著作者や著作物を守るための権利である。
・この事例の場合，キャラクターは著作物であり，複製する際には著作権者の許諾が必要である。ただし，学校の授業（教育課程に位置付けられた学校行事も含む）での利用については，必要と認められる限度内であれば，例外規定として利用が認められている（著作権法第35条）。
・児童生徒が作成した作文や絵等も著作物となる。
・補足説明１を用いて著作権について説明する。
※さらに詳しく説明する場合は，補足説明２を用いて説明する。



スライド【３】
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スライド【４】




	５
	[image: ]＜本時のまとめ＞　著作者の権利を尊重することが必要であることを理解させる。
●ポイント
・著作者の権利を守るため，著作物は著作権法により保護されている。
・著作物の多くは，制作の費用と時間をかけて創られている。
・著作権法は，著作者の権利を守り，文化の発展に寄与することを目的としている。




スライド【５】

[image: ]

●気をつけること
・原則，著作物を利用する場合は，著作権者から許可を得ることが必要である。



スライド【６】



	６
	＜振り返りをさせる＞
◆この事例から，学んだこと，気をつけなければいけないことを設問２に記入させる。



【補足説明１】参考文献：著作権テキスト〜はじめて学ぶ人のために〜平成27年度，文化長官官房著作権課

■　著作権：　著作者の「人格的な利益」や「財産的な利益」を守るため，著作物を保護する権利
■　著作者：　著作物を創作した者
■　著作物：　「思想又は感情を創作的に表現したものであって，文芸，学術，美術又は音楽の範囲に属するもの」（著作権法第２条第１項第１号）
　　一般の著作物
	言語の著作物
	講演，論文，レポート，作文，小説，脚本，詩歌，俳句など

	音楽の著作物
	楽曲，楽曲を伴う歌詞

	舞踊，無言劇の著作物
	日本舞踊，バレエ，ダンス，舞踊，パントマイムの振り付け

	美術の著作物
	絵画，版画，彫刻，マンガ，書，舞台装置など（美術工芸品も含む）

	建築の著作物
	芸術的な建築物（設計図は図形の著作物）

	地図，図形の著作物
	地図と学術的な図面，図表，模型など

	映画の著作物
	劇場用映画，テレビ映画，ビデオソフト，ゲームソフトなど

	写真の著作物
	写真，グラビアなど

	プログララムの著作物
	コンピュータ，プログラム


　　その他の著作物
	二次的著作物
	上表の著作物（原著作物）を翻訳，編曲，変形，翻案（映画化など）したもの

	編集著作物
	百科事典，辞書，新聞，雑誌，詩集など

	データベースの著作物
	編集著作物のうち，コンピュータで検索できるもの


　※生徒が創った著作物は生徒が著作者です。

■「著作者の権利」の付与：　「著作者の権利」は，著作物を創作した時点で「自動的」に付与される（登録不要）
■　著作権の保護期間　　：　原則として，創作のときから著作者の死後50年間まで（例外として，無名・変名の著作物および団体名義の著作物については公表後50年。映画の著作物については公表後70年）。また，著作者の人格的利益（精神的に「傷つけられない」こと）の保護については，著作者の生存中。

■　著作物等の「例外的な無断利用」ができる場合（児童生徒に関わる部分抜粋）
　　　私的使用のための複製（第30条）
　　　例外対象
・テレビ番組の録画
　　　・インターネットからの著作物のダウンロード・プリントアウト　など
　　　【条件】
　　　　ア　家庭内など限られた範囲内で，仕事以外の目的に使用すること
　　　　イ　使用する本人が複製すること（指示に従って作業してくれる人に頼むことは可能）
　　　　ウ　誰でも使える状態で設置してあるダビング機など（当分の間は，コンビニのコピー機など「文献複写」のみに用いるものは除く）を用いないこと
　　　　エ　コピーガードを解除して（又は解除されていることを知りつつ）複製するものでないこと
　　　　オ　著作権を侵害したインターネット配信と知りながら，音楽や映像をダウンロードするものでないこと

　　　注意：　インターネット上で著作権を侵害してアップロードされている音楽・映像等について，その事実を知りながらダウンロード（録音又は録画）を行う行為は違法である。
　　　　　　　私的使用のためであっても，有償で提供又は提示されている音楽や映像の違法配信からのダウンロードに対しては，２年以下の懲役又は200万円以下の罰金が科される。（平成24年10月1日から）


【補足説明２】参考文献：著作権テキスト〜はじめて学ぶ人のために〜平成27年度，文化長官官房著作権課

◆著作権制度の概要著作権
著作者の権利(著作権)
実演家等の権利
（著作隣接権）
著作者人格権
著作権（財産権）
実演家人格権
著作隣接権（財産権）

　








　

　著作者の権利(著作権)には，つぎの２つの権利がある。
○著作者人格権＝人格的利益（精神的に「傷つけられない」こと）を保護するための権利
　　　権利の付与　：　著作物が創作された時点で自動的に付与（登録不要）
　　　保護期間　　：　著作者の生存中（ただし，著作者の死後においても，原則として，著作者人格権の侵害となるべき行為をしてはならない）　
　　　具体的な内容：　公表権（著作物を「無断で公表されない権利」）
氏名表示権（公表する際に「著作者名」を「表示するかしないか」などを決定する権利）
同一性保持権（著作物の内容等を無断で「改変」（変更・切除等）されない権利）
○著作権（財産権）＝財産的利益（経済的に「損をしない」こと）を保護するための権利
　　　権利の付与　：　著作物が創作された時点で自動的に付与（登録不要）
　　　保護期間　　：　原則として，創作のときから著作者の死後50年間まで（例外として，無名・変名の
著作者および団体名義の著作物については公表後50年。映画の著作物については公
表後70年）
　　　具体的な内容：　複製権，上演権・演奏権，上映権，公衆送信権，公の伝達権，口述権，展示権，譲
渡権，貸与権，頒布権
　
　著作隣接権は，著作物等を「伝達する者」（実演家，レコード制作者，放送事業者，有線放送事業者）の権利を守るための権利であり，次の２つの権利がある。
○実演家人格権＝人格的利益（精神的に「傷つけられない」こと）を保護するための権利
　　　権利の付与　：　実演等を行った時点で自動的に付与される（登録不要）
　　　保護期間　　：　実演家の生存中（ただし，実演家の死後においても，原則として，実演家人格権の
侵害となるべき行為をしてはならない）
　　　具体的な内容：　氏名表示権，同一性保持権
　　○著作隣接権（財産権）＝財産的利益（経済的に「損をしない」こと）を保護するための権利
　　　権利の付与　：　実演等を行った時点で自動的に付与される（登録不要）
　　　保護期間　　：　実演･･･その実演を行ったときから実演後50年まで
　　　　　　　　　　　レコード･･･その音を最初に固定（録音）したときから発行（発売）後50年（発行
されなかったときは，固定[録音]後50年）
　　　具体的な内容：　許諾権（録音権・録画権，放送権，有線放送権，送信可能化権，譲渡権，貸与権）
　　　　　　　　　　　報酬請求権（ＣＤ等の「放送」「有線放送」について使用料を請求できる権利，ＣＤ等の「レンタル」について使用料を請求できる権利，生の実演が含まれる放送の「有線放送」による同時再送信について使用料を請求できる権利）
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